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大会の御飯が大変おいしいとどこでも好評である。封

内米ですからナアとスカウトおっさんが威張っていた。

そこで私は、羽黒の水は大変美味しいですナアとお世辞

を追加したら・…・…○カウトおっさん‥・・…・むソむン、山形

はその水まで…・・・・・むソむソと苦しそうだった。

去年の9月、青森浅虫のブロック会議で、佐藤大会委

員長や今野氏等から初めて羽黒大会のお話をきいた・・・・・・・・

いろいろな事情でそれが巧くゆくかなと心配していたも

のである。その後幾度も手紙のやりとりをやったので一

応の内容はわかっていたが、今春上ノ山でのBS大会で

大綱が確定されたと開いてひと安心した。殊に同夜のブ

ロック会議の時、鶴岡がたの皆さんが大多数お見えにな

って迫力をかけられた。

……思えば凡て、うまくいったものである。唯1人か

2人の決心がとんだところに引きずったものだ。

秋田17回　船　木　新　悦

待ちに待った羽黒大会がいよいよはじまった。私はは

じめてのキャンプ生活なので、隊集会や班集会では8月

2日を目標にがんばってきました。騎川を午前5時33分

に出発し、鶴岡には11時50分ころに若き、バスで鶴岡市

内を見ながら大蒲原に向った。

キャンプ場に着いて私達の設営地が決まって、ここに

キャンプするんだと隊長に言われた時は全くおどろきま

した。自分のせいより高い木や草が一ばいの雑木林に、

どうして天幕を張れるだろうかと心配でしたが、4、5

名のスカウトが隊長、団委員長ら8名の指導者の指揮で
一生けんめいがんばったら、見る見るうちに立派なキャ

ンプ地ができ、手や足のすり傷のいたさも忘れ全くうれ

しかった。

夕食後の開会式は、言葉では表わすことのできないよ

い気持ちでした東北のスカウトのほか、東京、京都のス

カウト千数百名の参加者が、キャンプファイヤーを見つ

め、ブラスバンドの吹奏する君が代で国旗掲揚が行なわ

れ、連盟歌の合唱が出羽の三山にこだました芙しい壮ご

んな開会式は、生まれてはじめの気分がして「あゝ、ぼ

くもスカウ†になってよかった」と強く感じました。

京都第5団少年隊　篠　原　正　信

山形連盟の皆様、こんにちわ．／京都のスカウトより一

言ごあいさついたします。鶴岡駅より温かいお出迎えを

受け、美しい大満ケ原に来た時、今までにない興奮をお

ぼえ、これは粟晴しいキャンプができそうだと心がおど

りました。8人の少人数ではありますが、山形のスカウ

ト諸君に負けないよう、技術を競い、友情を誓い、多く

の友を得たいと望んでいます。

山形第1、12団（天童）　花　輪　素　広

朝6時、駅を出発した。ぼくは初めての大会参加なの

で、何をどうするのかわからなかったが、班長がいろい

ろ教えてくれた。一番の印象は、沢山の山々が続いてい

ることだ。次の大会にも行きたいと思う。

秋田第21団隊員

私たちう名は能代市中之団長宅に1泊して2日朝羽黒

山に向った。こうした大会に参加するのははじめてで、

不安の中にも希望に胸をふくらませてやってきたが、会

場にきてみて仝りにも不なれな仕事にまごついた。しか

し経験豊かな上牧班の指導によりだんだん落着きをとり

もどして、仕事のおもしろさを兄い出した。開会式はと

てもすぼらしかった。とくに薪に火が点じられたときは

、大会参加の実感がわいてきた。大会参加のよろこびは

われわれの共石待以上のものだった。

山形第1団　野　村　正　博

ここにきての第一印象は、山が深く、広いということ

である。

受付けをすませてプラカードをもらい、野営地に入っ

たが、カヤが多く、立ち木が少なかった。開拓は楽では

なかったし、アブがにくらしかった。

ぼくらのテントは3張りで、わりにゆっくりねられた

開会式は夜で、とても眼かった。

夕食をとらないで出たので、とてもハラがへつてフラ

フラだった。

便所はとてもきれいで清潔だった。琵琶湖の便所は雨

が降ったからかもしれないがt…‥。

東京146団

鶴岡からバスできたが非常に遠く感じたが、大変親切

にしていただいてありがたかった。自然かんきようが芙

しくすはらしい。言葉が通じないのが一寸困る。

こうして羽黒大会は、本県としては十数年前の蔵王全

国大会以来の成果をあげて終ったのでありますが、私は

大会運営の責任者として、あらゆる方面から寄せられた

好意、揚力、指導革匪控、奉仕の数々に対し口ではつくし

得ない程の感謝の念を持つものであります。

とくに鶴岡ロータリークラブの三浦会長さん始め多数

の方々が御家族御同伴の上わざわざ大会場を参観し、激

励して下さったことに対し、最高の感謝と敬意を払うも

のでありまして、同時に今後このスカウト運動をいよい

よ発展成長させなければならぬ重大責任の存することを

痛感するものであります。

四つの　テ　ス　ト

言行はこれに照してから

1．真実か　どうか

2．みんなに　公平か

3．好意と友情を深めるか

4．みんなのためになるか　どうか

○本日の献立

蝦秀の丸場、ヒラメ焼物、民田茄子藩、豆腐汁

○


